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1970 年代の台湾文学における、社会の変遷への眼差し 

～「夜行貨車」と「我愛瑪莉」から～ 

  

1970 年代、台湾ではアメリカとの外交関係を維持し、関税面で優遇され、輸出超過を続

けることができた。これによって経済成長と国民所得の上昇は保たれ、台湾は国民党政府

と日本との断交や世界的な石油危機を乗り越えた。しかし一方で経済成長の成果は少数の

資本家と事業者らに独占され、農民や労働者の生活の改善には役立たなかった。 

そうした社会問題に文学を通じて参与しようとした作家の例として黄春明と陳映真が挙

げられる。 

黄春明（1935～）は 1970 年代に多くの社会派というべき文学作品を発表した。「我愛

瑪莉」（1978 年）では、台湾人と海外から台湾を訪れる人々との関わりに目を向け、自身

を「家畜」程度にしか見ていない外国人からの金銭的な恵みを甘受する台湾人の姿を捉え

ている。主人公は英語で外国人の社員たちとコミュニケーションを取るのに忙しく、妻の

ことは顧みようともしない。そしてそのような人間関係の転倒に気づけない、あるいは気

づいていても逆らう力を持たない庶民の描写は、悲劇的でありながら同時に滑稽味をもた

らす。 

 また、陳映真（1937～2016）は黄春明と並んで台湾の社会派文学を樹立した作家であ

る。1968 年に左翼思想の持ち主として逮捕された後も精力的に作品を発表、代表作「夜行

貨車」（1978 年）では内省人と外省人が交わる貿易企業からの民族主義に対する抑圧を二

人の知識人分子と一人の恋愛に自由な女性との関係を通じて表現している。 

この両者が共通する題材を通じてどのような視点から台湾の当時の状況を批評したの

か、それがその後の台湾社会とどう結びついていくのかを考察したい。また、同じく英語

を社内において用いる、貿易企業の社員を物語の中心としていながら、「我愛瑪莉」では

台湾人とアメリカ人との関係に、「夜行貨車」は内省人と外省人との軋轢に焦点を当てて

いる。こうした差異を踏まえ、両作品を併せて分析することで、多様な側面から台湾社会

を捉えたい。そして、それぞれの登場人物の造型が作品においてどのような意味を持つの

か分析する。 

 


